
(法第２８条第１項関係様式例) 

令和４年度 事業報告書 

令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

特定非営利活動法人 FIELD 

 

1、事業の成果 

今年度もコロナウイルスの感染拡大の影響により、様々な行動や活動に制限がか 

かった生活が３年目を迎えた年となった。 

引き続き、検温・消毒・マスクの着用など感染対策をしながら、指定管理を受け 

ている米原学びあいステーションの運営を行ってきた。 

 

上半期は前年度と同様、コロナの影響が大きく、身近なところでも感染者が増え、

予定していた活動を見合わせるなど運営に影響が出た。 

下半期後半はコロナの感染が減少してきたこともあり、状況を見ながらの運営を 

行い、年末には約３年ぶりに大ホールでのイベントも実施できた。 

全体的に指定管理事業に関しては徐々に回復傾向にある。 

 

２．特定非営利活動に係わる事業 

当ＮＰＯ法人の活動は子育て支援として、地域の大人が係わり、体験を通じて育 

成をすることを、米原学びあいステーショの各種の学習講座の中で提供しており、 

今年度もコロナの状況を見ながら実施してきた。前年度と比べると徐々に回復傾

向にある。来年度もより充実を図っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



法第 28条第１項関係様式） 

令和４年度 事業報告書 
令和４年４月１日～令和５年３月３１日まで 

特定非営利活動法人 FIELD 

定款の事業名 事 業 内 容 実 施 日 時 実 施 場 所 
従事者 

の人数 

受益対象者の  

範國及び人数 

支出額  

(千円) 

① 子どもの 

体験・交流事業 

米原市指定管理業務  

・こどもアート 
（年中・年長クラス） 

・こどもアート 
（小学生クラス） 

・おんがくであそぼう！ 

・学習講座 

 ・生活理科実験 

 ・英語教室 

・プロラミング講座 

 

体験を中心として実施。 

毎月の 

指定日時 他 

米原市  

米原学びあい 

ステーション内 

１４名  ５４３名  ４７１  

② 世代間交流の 

観光振興や 

まちづ<りに  

関する事業 

米原市指定管理業務  

 ・スポット講座 

・スマホ講座 

  ・梅摘み体験 

・気功 

  ・紙芝居と親子の時間 

  ・交通安全教室 

  ・ものづくり講座 

 

社会や地域の課題、体験を中

心として、世代間交流を目的

として講座を実施。 

不定期開催 

米原市  

米原学びあい 

ステーション内 

２０名  １８７名  ３９  

・るあなマルシェ 

米原学びあいステーション

に名称が変更となり、営利目

的の活動ができるようにな

り、市民交流の場として、今

年度よりマルシェを開催し

た。 

合わせて、周辺の自治会の消

防訓練とコラボし、地震体験

や消火訓練など、防災の啓発

活動を実施した。 

令和４年 

５月２日 

米原市  

米原学びあい 

ステーション内 

２０名  ３００名  ０  

・野菜や果物などの販売 

一年を通して、季節の野菜や

果物、苗や植物、または手芸

作品などを安値で販売し、市

民の交流を図り情報交換の

場を提供した。 

年通 

米原市  

米原学びあい 

ステーション内 

１７名  ４，１１８名  ０  

③ 各種団体・ 

機関との協働事業 

・認知症予防講座 

自身で認知症予防に務める

ことをテーマに、認知症と関

連する生活習慣病や食生活、

体にいいことなど、各団体

（行政機関・民間）にお願い

し、様々な情報提供や体験を

実施した。 

通年 

米原市  

米原学びあい 

ステーション内 

２５名  392名  ３８8  

④ その他、 

この法人の目的を 

達成する為に 

必要な事業 

・米原市の指定管理業務に

基づく事業。 

今年度も引き続き、様々な学

習講座を設定し、実施した。 

通年 

米原市  

米原学びあい 

ステーション内 

９５名  ３６，１８２名   ６８０  

合  計  １９１名  ４１、７２２名 １，５７８  










